
上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

荒　
井
　
真
理
亜

　
上司
小
剣
の
没
後
、
正
宗
白
鳥
が
そ
の
追
悼
文
「
小
剣
氏
に
つ
い
て
」
（
『
読
売
新
聞
』
昭
和
2
2
年
9
月
8
日
）
の
中
で
、
「
氏
は
、
読
売

の

お抱
へ
で
あ
つ
た
紅
葉
山
人
を
知
つ
て
ゐ
た
訳
だ
が
、
山
人
の
門
下
と
な
つ
て
世
に
出
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。
学
閥
に
関
係
な
く
、
　
　
　
｝

文
壇
の
ど
う
い
ふ
仲
間
に
も
入
ら
う
と
も
し
な
か
つ
た
。
自
分
だ
け
の
力
で
文
壇
に
出
て
、
自
分
の
力
相
当
の
地
歩
を
占
め
る
や
う
に
な
　
　
　
3
2

つ
た

のだ
」
と
回
想
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
の
ち
に
上
司
小
剣
自
身
が
、
「
私
が
真
に
文
壇
に
出
た
の
は
わ
り
あ
ひ
お
そ
く
、
後
藤
宙
外
氏
の
紹
介
で
、
『
新
小
説
』
に
処
女
作
『
神

主
』
を
出
し
た
」
（
「
処
女
作
時
代
」
『
女
性
』
大
正
1
3
年
6
月
1
日
　
第
5
巻
第
6
号
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
上
司
小
剣
は
、
明
治
四

十
一
年
八
月
一
日
、
『
新
小
説
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
神
主
」
に
よ
っ
て
、
文
壇
に
登
場
し
た
。

　し
か
し
、
上
司
小
剣
は
「
神
主
」
を
し
て
小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
以
前
に
、
既
に
文
壇
の
一
部
の
人
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。
大
町

桂月
が
「
文
芸
時
評
　
放
言
六
十
六
則
」
（
『
太
陽
』
明
治
3
8
年
6
月
1
日
　
第
1
1
巻
第
8
号
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
冗
漫と
い
ふ
と
は
、
今
の
操
触
者
の
通
弊
也
。
〈
中
略
〉
余
は
、
雄
大
の
文
字
を
愛
し
、
か
ね
て
、
簡
勤
の
文
字
を
愛
す
。
長
短

　
　あ
わ
せ
得
た
り
し
は
、
樗
牛
也
。
小
品
に
す
ぐ
れ
た
る
は
、
緑
雨
と
小
剣
と
也
。

大
町は
、
当
時
文
壇
に
お
い
て
ま
だ
無
名
で
あ
っ
た
上
司
小
剣
を
「
小
品
に
す
ぐ
れ
た
る
」
と
し
て
、
斎
藤
緑
雨
と
同
列
に
そ
の
名
を
あ



げ
た
。
上
司
小
剣
は
、
明
治
四
十
一
年
に
「
神
主
」
で
小
説
家
と
し
て
文
壇
で
認
め
ら
れ
る
、
そ
れ
以
前
に
、
明
治
三
十
八
年
、
す
な
わ

ち
三
年
も
前
に
、
大
町
桂
月
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
では
、
大
町
の
い
う
そ
の
「
小
品
」
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
上司
小
剣
の
自
筆
年
譜
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
年
一
月
、
堺
利
彦
に
勧
め
ら
れ
て
東
京
に
上
り
、
同
年
三
月
、
読
売
新
聞
社
会
部
長
堀

紫山
の
紹
介
を
も
っ
て
読
売
新
聞
社
に
入
る
。
こ
の
時
、
上
司
小
剣
二
十
四
歳
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
年
ま
で
、
社
会
部
の
編
集
主
任
と

な
り
、
論
説
記
者
を
兼
ね
て
い
た
。
そ
し
て
、
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
上
司
小
剣
は
記
者
時
代
に
、
上
司
子
介
の
署
名
で
明
治
三
十

二年
一
月
四
日
発
行
の
『
相
撲
新
書
』
の
編
集
を
担
当
し
、
明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
六
日
に
は
『
相
撲
と
芝
居
〈
日
用
百
科
全
書
第
四

拾
三
篇
〉
』
を
山
岸
荷
葉
と
の
共
著
と
い
う
形
で
、
と
も
に
博
文
館
か
ら
出
版
し
て
い
る
。

　こ
の
頃
の
事
を
、
正
宗
白
鳥
が
「
旧
友
追
憶
記
　
花
袋
泡
鳴
秋
聲
秋
江
小
剣
」
（
『
新
生
』
昭
和
2
3
年
1
月
1
日
　
第
3
巻
第
1
号
）
で
、
　
　
　
一

　
　
私
の

入社
し
た
頃
、
小
剣
は
年
二
度
の
大
相
撲
の
記
事
を
扱
つ
て
ゐ
た
。
当
時
の
「
文
化
欄
」
で
あ
つ
た
一
面
の
編
集
を
し
て
ゐ
た
。
　
　
　
3
3

　
　それ
か
ら
、
『
そ
の
日
そ
の
日
』
と
い
ふ
題
で
、
毎
日
二
一
二
行
の
警
句
ら
し
い
も
の
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
も
の
な
ど
を
書
い
て
ゐ
た
。
　
　
　
　
一

と
述
べ
て
い
る
。
白
鳥
が
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
六
月
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
、
上
司
小
剣
は
相
撲
記
事
や
簡

単な
感
想
や
コ
ラ
ム
を
書
き
、
『
読
売
新
聞
』
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
仕
事
の
一
つ
に
「
そ
の
日
く
」
が
あ
る
。
『
相
撲

新書
』
と
『
相
撲
と
芝
居
∧
日
用
百
科
全
書
第
四
拾
三
篇
〉
』
の
二
冊
は
、
啓
蒙
書
で
あ
る
か
ら
、
大
町
の
言
っ
た
「
小
品
」
と
は
こ
の

「そ
の
日
く
」
を
さ
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
上
司
小
剣
は
「
神
主
」
で
小
説
家
と
し
て
文
壇
に
登
場
す
る
以
前
に
、

『読売
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
そ
の
日
く
」
と
い
う
小
品
に
よ
っ
て
、
既
に
文
壇
の
一
部
の
人
に
注
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

では
、
大
町
桂
月
の
目
に
留
ま
っ
た
、
上
司
小
剣
の
「
そ
の
日
く
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
小
品
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」



上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

　
「
そ
の
日
く
」
の
発
表
に
関
し
て
、
紅
野
敏
郎
が
、
「
上
司
小
剣
ー
『
簡
易
生
活
』
前
後
ー
」
（
『
武
蔵
野
ペ
ン
』
昭
和
3
7
年
1
2
月
1
日

第
7
号
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

『瓢
そ
の
日
く
』
は
、
文
字
通
り
そ
の
日
そ
の
日
、
明
治
三
五
年
の
中
頃
か
ら
三
八
年
の
中
頃
ま
で
の
読
売
新
聞
に
書
き
た
め
て

　
　
い
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。

在
来
の多
く
の
年
譜
も
、
紅
野
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
十
五
年
に
は
、
『
読
売
新
聞
』
に
「
そ

の
日
く
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
、
「
そ
の
日
く
」
の
掲
載
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
一
月
二

十
七日
か
ら
で
あ
る
。

　
では
何
故
、
こ
の
よ
う
な
間
違
い
が
起
こ
っ
た
の
か
。

　
「
そ
の
日
く
」
が
単
行
本
と
な
っ
た
時
、
上
司
小
剣
が
そ
の
「
序
」
で
、
「
そ
の
日
く
」
の
発
表
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
　
　
　
　
一

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

　
　明
治

三
五
年
頃
から
、
明
治
三
八
年
の
中
頃
ま
で
の
読
売
新
聞
に
、
毎
日
一
つ
ぶ
つ
書
い
た
の
を
集
め
て
、
こ
の
本
は
出
来
た
∧
後
　
　
　
　
「

　
　
略
〉

上司
小
剣
自
身
が
、
そ
の
掲
載
開
始
時
期
を
「
明
治
三
五
年
頃
」
と
間
違
っ
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
在
来
の
年
譜
作
成
者
ら
は
、

「そ
の
日
く
」
の
初
出
を
確
認
せ
ず
に
上
司
小
剣
の
間
違
い
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
つま
り
、
「
そ
の
日
く
」
は
、
明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
四
日
ま
で
、
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ

れた
。
そ
の
掲
載
回
数
は
、
全
七
百
八
十
四
回
で
あ
る
。

　
「
そ
の
日
く
」
は
、
上
司
小
剣
を
中
心
に
、
剣
菱
（
正
宗
白
鳥
）
、
松
軒
（
川
口
松
軒
）
、
孤
瓢
（
前
橋
孤
瓢
）
ら
も
加
わ
り
、
分
担
執

筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
そ
の
日
く
」
は
毎
日
必
ず
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
紙
面
の
状
況
に
応
じ
て
掲
載
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り

し
た
。
「
そ
の
日
く
」
が
掲
載
さ
れ
た
七
百
八
十
四
回
の
内
、
小
剣
に
よ
る
も
の
と
確
認
出
来
た
の
は
六
百
十
六
回
分
で
、
全
体
の
約
四



分
の

三を
占
め
て
い
る
。

　
小剣
は
、
の
ち
に
自
ら
が
執
筆
し
た
「
そ
の
日
く
」
を
、
単
行
本
と
し
て
、
明
治
三
十
八
年
九
月
五
日
に
、
読
売
新
聞
日
就
社
よ
り

刊
行し
た
。
単
行
本
『
勤
そ
の
日
く
』
に
は
、
明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
八
年
八
月
二
十
三
日
ま
で
に
発
表
し
た
分
を

取
捨
選
択し
て
三
百
五
十
一
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

　
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
そ
の
日
く
」
、
七
百
八
十
四
回
分
の
掲
載
日
、
執
筆
者
名
、
英
訳
の
有
無
、
掲
載
面
、
そ
し
て
単
行

本
収
録を
一
覧
表
に
し
、
【
注
】
に
あ
げ
て
お
く
。

　
「
そ
の
日
く
」
の
署
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
そ
の
日
く
」
が
『
読
売
新
聞
』
紙
上
に
初
め
て
登
場
し
た
明
治
三
十
六
年
一
月
二

十
七日
に
は
、
「
小
星
」
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
。
「
小
星
」
は
、
上
司
が
「
小
剣
」
と
い
う
署
名
を
用
い
る
前
に
使
っ
て
い
た
名
前
で
あ

る
。
「
そ
の
日
く
」
の
掲
載
中
に
上
司
は
、
「
小
星
」
か
ら
「
小
剣
」
に
筆
名
を
変
え
る
の
だ
が
、
上
司
小
剣
が
、
署
名
を
変
え
た
理
由
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
は
、
「
文
壇
諸
名
家
雅
号
の
由
来
」
（
『
中
学
世
界
』
明
治
4
1
年
1
1
月
2
0
日
　
第
1
1
巻
第
1
5
号
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
は
、
次
の
よ
　
　
　
3
5

う
に
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
五
六年
前
、
『
読
売
新
聞
』
に
初
め
て
論
説
を
書
い
た
時
、
・
王
筆
が
社
説
と
区
別
す
る
為
め
に
、
何
ん
と
か
署
名
し
て
呉
れ
と
云
は

　
　
れま
し
た
か
ら
、
取
り
敢
へ
ず
『
小
星
』
（
小
生
の
つ
も
り
で
）
と
書
い
て
、
爾
来
小
星
の
名
で
二
一
二
回
紙
上
に
出
し
ま
し
た
が
、
或

　
　る
日
、
小
生
の
論
説
で
組
み
上
つ
て
、
工
場
へ
廻
ら
う
と
す
る
時
、
編
集
局
内
の
漢
学
先
生
が
、
小
星
と
は
妾
の
異
名
だ
と
教
へ
て

　
　
呉
れま
し
た
の
で
、
急
に
厭
や
に
つ
て
、
咄
嵯
の
考
へ
で
、
星
の
字
を
剣
の
字
に
代
へ
て
『
小
剣
』
と
し
た
の
が
、
私
の
雅
号
の
始

　
　
であ
る
。
∧
後
略
〉

　
先
に
あ
げ
た
正
宗
白
鳥
の
「
旧
友
追
憶
記
花
袋
泡
鳴
秋
声
秋
江
小
剣
」
に
よ
る
と
、
上
司
小
剣
は
「
そ
の
日
く
」
執
筆
当
時
に
「
『
文

化欄
』
で
あ
つ
た
一
面
の
編
輯
を
し
て
ゐ
た
」
。
「
そ
の
日
く
」
は
、
明
治
三
十
八
年
十
月
ま
で
は
基
本
的
に
は
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
「
そ
の
日
く
」
の
主
た
る
担
い
手
が
上
司
小
剣
で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」



上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

　ま
た
、
「
そ
の
日
く
」
の
題
名
に
つ
い
て
も
、
明
治
三
十
八
年
十
月
三
十
一
日
付
の
「
そ
の
日
く
」
で
、
上
司
小
剣
は
、
次
の
よ
う

に述
べ
て
い
る
。

　　
『
そ
の
日
そ
の
日
』
と
い
ふ
名
ハ
、
『
梅
に
し
た
が
ひ
、
柳
に
な
び
き
そ
の
日
の
風
次
第
』
と
か
い
ふ
江
戸
唄
か
ら
出
た
の
か
、
或
ハ

　　
『
一
日
の
事
ハ
一
日
に
て
足
れ
り
云
々
』
と
い
ふ
聖
書
の
文
句
か
ら
出
た
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
問
ふ
て
来
た
人
が
あ
る
が
、
『
そ
の

　
　日
そ
の
日
』
と
い
ふ
名
ハ
、
別
に
出
所
の
何
も
無
く
、
デ
タ
ラ
目
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。
昔
か
ら
古
実
家
な
ど
と
い
ふ
物
識
り
ハ
、

　
　
こ
れ
に
似
た
つ
ま
ら
ん
穿
馨
ば
か
り
や
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

「そ
の
日
く
」
と
い
う
題
名
を
深
読
み
し
た
古
実
家
が
い
た
こ
と
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
上
司
小
剣
自
身
が
「
『
そ

の日
そ
の
日
』
と
い
ふ
名
ハ
、
別
に
出
所
の
何
も
無
く
、
デ
タ
ラ
目
に
つ
け
た
の
で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
の
一
篇
か
ら
「
そ
の

日
そ
の
日
」
は
上
司
小
剣
が
命
名
し
、
同
じ
頃
『
読
売
新
聞
』
で
好
評
を
博
し
て
い
た
「
は
が
き
集
」
欄
と
同
様
に
、
上
司
小
剣
の
発
案
　
　
　
　
一

に
よ
る
も
の
と
断
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

　単
行
本

『
瓢
そ
の
日
く
』
は
、
紙
装
仮
綴
の
菊
半
載
の
小
型
本
で
あ
る
。
巻
頭
に
、
上
司
小
剣
自
身
に
よ
る
「
序
」
と
「
い
し
ま
ろ
　
　
　
　
一

に

わ

れも
の
ま
を
す
な
つ
や
せ
に
よ
し
と
ふ
も
の
ぞ
む
な
ぎ
と
り
め
せ
」
と
い
う
大
伴
家
持
の
歌
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
、
目
次

が
五頁
、
大
町
桂
月
に
よ
る
時
評
が
載
せ
ら
れ
、
本
文
が
一
五
三
頁
と
続
く
。
一
篇
一
篇
に
、
新
聞
初
出
に
は
な
か
っ
た
番
号
と
題
が
付

け
ら
れ
、
全
三
百
五
十
一
篇
が
収
録
さ
れ
た
。

　
単
行本
『
瓢
そ
の
日
く
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
は
、
上
司
小
剣
の
執
筆
に
よ
る
六
百
十
六
回
分
の
内
、
三
百
五
十
二
回
分
で
あ
っ
た
。

三
百
五十
二
回
分
と
い
っ
て
も
、
単
行
本
の
（
＝
五
）
の
「
着
物
の
裏
」
は
、
初
出
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月

九日
と
三
十
八
年
一
月
二
十
六
日
に
同
一
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
（
三
二
一
）
の
「
梅
雨
」
も
同
様
に
三
十
七
年
六
月
七
日

と
、
三
十
八
年
六
月
八
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
単
行
本
に
お
い
て
、
初
出
が
不
明
な
も
の
が
一
篇
あ
る
。
そ
れ
は
、
（
三
二
五
）

の

「夕
涼
み
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
紙
上
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
上
司
小
剣
が
単
行
本
収
録
の
際
に
書
き
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。



　ま
た
、
単
行
本
の
収
録
は
新
聞
発
表
順
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
単
行
本
の
一
番
最
初
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
一
）
の
「
真
鯉
緋
鯉
」
は
、

明
治

三十
八
年
七
月
二
十
日
に
掲
載
さ
れ
た
、
つ
ま
り
、
『
鞠
そ
の
日
く
』
が
刊
行
さ
れ
る
直
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
一
番
始
め
に
持

っ

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
初出
の
「
そ
の
日
く
」
に
掲
載
さ
れ
た
時
に
は
無
署
名
だ
っ
た
も
の
が
二
十
回
あ
っ
て
、
そ
の
内
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

のが
、
明
治
三
十
六
年
二
月
三
日
分
と
同
年
三
月
一
日
分
の
二
篇
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
上
司
小
剣
に
よ
る
も
の
と
断
定
し

てよ
い
。

　
次
に
、
短
文
で
は
あ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
『
勤
そ
の
日
く
』
の
書
評
を
あ
げ
て
お
く
と
、
潮
（
林
田
春
潮
）
が
「
新
刊
紹
介
」
（
『
都

新聞
』
明
治
3
8
年
9
月
1
5
日
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　
　著
者は
太
陽
の
時
文
記
者
を
し
て
「
小
品
に
勝
れ
た
る
は
緑
雨
と
小
剣
也
」
と
の
賛
辞
を
作
ら
し
め
た
る
の
人
、
内
容
は
其
日
く
　
　
　
　
一

　
　
に感
得
し
た
る
所
を
簡
勤
に
し
て
且
つ
平
明
な
る
筆
を
以
て
随
筆
体
に
記
述
し
た
る
も
の
に
し
て
形
は
無
韻
の
詩
、
質
は
箴
言
、
人
　
　
　
3
7

　
　生
に

対し
て
趣
味
と
教
訓
と
を
同
時
に
与
ふ
る
所
洵
に
当
代
得
易
か
ら
ざ
る
小
品
の
才
と
云
ふ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　ま
た
、
無
署
名
で
は
あ
る
が
「
新
刊
紹
介
」
（
『
電
報
新
聞
』
明
治
3
8
年
9
月
1
9
日
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
上司
小
剣
の
短
文
は
、
筆
致
の
軽
快
と
、
観
察
の
清
新
と
、
取
材
の
多
方
面
と
を
以
つ
て
優
つ
て
い
る
、
而
し
て
其
の
意
見
の
進
歩

　
　的
で
あ
る
の
は
殊
に
喜
ば
し
い
、
唯
数
年
に
亘
つ
て
、
そ
の
日
く
の
随
感
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
斯
う
し
て
一
冊
の
本
に

　
　
集め
る
と
思
想
の
統
一
を
欠
い
て
見
え
る
の
は
、
巳
む
を
得
な
い
で
あ
ら
う
が
、
欠
点
と
云
へ
ば
欠
点
で
あ
る
、
著
者
も
之
を
認
め

　　
て
居
て
、
も
と
く
無
韻
の
詩
の
つ
も
り
だ
か
ら
、
読
む
人
に
少
し
で
も
趣
味
を
与
ふ
れ
ば
満
足
す
る
と
云
つ
て
居
る
、
こ
れ
か
ら

　　
の
夜
長
の
つ
れ
ぐ
に
は
、
読
ん
で
肩
も
は
ら
ず
、
腹
に
も
た
ま
ら
ず
、
よ
き
読
物
で
あ
る

　
更
に
、
“
松
”
に
よ
る
「
新
刊
批
評
」
（
『
萬
朝
報
』
明
治
3
8
年
9
月
2
8
日
）
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
読売
新
聞
で
書
き
た
め
た
そ
の
日
く
の
随
感
を
一
木
と
せ
し
も
の
、
著
者
は
み
つ
か
ら
無
韻
の
詩
と
い
ふ
て
居
る
、
詩
と
し
て
見
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　る
べ
き
程
の
趣
味
の
有
無
は
騨
か
に
判
断
し
が
た
い
が
中
々
奇
警
な
洞
察
も
あ
り
思
ひ
切
つ
た
鋭
利
な
批
判
も
あ
る
、
併
し
中
に
は

　
余り
世
間
が
見
え
ず
、
是
程
の
眼
光
を
も
つ
て
居
な
が
ら
何
故
あ
ん
な
事
が
分
ら
ぬ
か
と
気
の
毒
な
感
じ
の
す
る
事
が
無
い
で
も
な

　
い
、
が
、
此
処
が
今
日
の
文
士
な
る
も
の
x
通
弊
で
あ
る
か
ら
此
人
の
み
を
責
め
る
は
無
理
か
も
知
れ
ぬ

無
署
名
で
は
あ
る
が
、
「
新
刊
紹
介
」
（
『
太
陽
』
明
治
3
8
年
1
0
月
1
日
　
第
H
巻
第
1
3
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
小剣
子
独
特
の
随
筆
也
。
〈
中
略
〉
文
章
に
厭
味
な
く
、
す
ら
く
と
し
て
面
白
く
、
且
つ
其
の
趣
は
、
洵
に
穏
か
に
し
て
、
而
も

　
急
所を
衝
く
も
の
あ
り
。
故
緑
雨
の
筆
の
如
く
、
毒
づ
く
所
も
な
く
、
ま
た
無
闇
に
慷
慨
罵
署
す
る
所
も
な
く
、
温
雅
に
し
て
奇
警

　な
る
は
此
の
特
色
な
り
。
殊
に
美
し
き
家
庭
的
思
想
の
現
れ
た
る
は
、
他
に
覚
め
が
た
き
長
所
な
ら
む
。

同
じ
く
無
署
名
で
あ
る
が
、
「
新
刊
紹
介
」
（
『
新
声
』
明
治
3
8
年
1
0
月
1
日
　
第
1
3
編
第
4
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　読売
新
聞
に
於
て
、
趣
味
の
あ
る
も
の
を
数
ふ
れ
ば
、
ま
つ
吾
人
は
小
剣
氏
の
「
そ
の
日
く
」
に
指
を
屈
す
る
を
至
当
な
り
と
す
、
　
　
　
一

　
「
そ
の
日
く
」
は
三
年
の
昔
よ
り
、
本
日
に
至
る
ま
で
常
に
日
々
の
紙
上
を
飾
り
て
、
単
言
隻
句
の
う
ち
に
よ
く
調
し
よ
く
誠
め
、
　
　
　
3
8

　よく
教
へ
、
よ
く
楽
し
ま
し
む
。
現
下
文
壇
冗
漫
の
文
字
を
な
す
も
の
多
し
、
し
か
も
簡
動
此
の
如
き
を
見
る
稀
な
り
、
吾
人
は
雄
　
　
　
　
一

　
大
な
る
文
学
を
共
に
、
此
の
趣
味
あ
る
小
品
を
娯
む
を
喜
ぶ
、
本
書
は
既
往
三
四
年
の
そ
の
日
く
の
小
品
を
集
め
た
る
も
の
、
読

　者
、
寧
ろ
此
の
短
か
き
文
字
が
如
何
に
読
売
紙
上
に
重
き
を
な
せ
る
か
を
、
実
際
に
試
み
ん
と
せ
ば
、
つ
き
て
一
本
を
味
へ
よ
。

こ
れ
も
無
署
名
の
も
の
だ
が
、
「
新
刊
紹
介
」
（
『
家
庭
雑
誌
』
明
治
3
8
年
1
0
月
2
日
）
に
お
い
て
も
、
次
の
如
く
評
さ
れ
た
。

　中
に
も
皮
肉
な
の
も
あ
り
、
可
愛
い
の
も
あ
り
、
滑
稽
な
の
も
あ
り
、
通
篇
、
兎
に
角
小
剣
君
の
独
壇
の
妙
味
が
味
は
れ
る
の
で
あ

　
る
。

そ
し
て
、
”
慶
”
に
よ
る
「
新
刊
紹
介
」
（
『
無
我
の
愛
』
明
治
3
8
年
1
0
月
2
5
日
　
第
1
0
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
曾
て

読
売
新聞
に
連
載
さ
れ
た
、
氏
の
小
人
生
観
、
小
社
会
観
と
云
ふ
べ
き
短
文
を
、
よ
せ
集
め
た
も
の
。
自
序
に
云
ふ
て
あ
る
通

　り
、
確
に
無
韻
の
詩
で
、
紅
も
白
粉
も
つ
け
ぬ
、
飾
り
気
の
な
い
所
に
却
て
多
く
の
趣
味
が
認
め
ら
れ
る
。



　ま
た
、
無
署
名
だ
が
、
「
新
刊
雑
著
」
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
明
治
3
8
年
1
2
月
1
4
日
）
に
も
次
の
よ
う
な
紹
介
文
が
載
せ
ら
れ
た
。

　
　
読売
新
聞
紙
上
に
て
数
年
間
も
の
さ
れ
た
る
小
剣
子
の
即
日
即
時
の
随
筆
三
百
五
十
余
篇
短
き
は
半
行
長
き
も
十
二
三
行
を
超
え
ず

　
　例
せ
ば
「
孔
雀
の
尾
で
蓑
を
こ
し
ら
へ
て
着
て
見
た
い
」
「
夢
と
病
気
と
が
無
か
つ
た
ら
人
生
の
趣
味
は
半
減
す
る
の
で
あ
ら
う
」
「
監

　
　
獄
が
学校
に
な
る
時
ま
で
生
き
て
居
た
い
と
思
ふ
」
の
類
に
て
理
屈
は
言
は
ず
唯
だ
直
覚
し
た
そ
の
ま
〉
を
端
的
に
か
い
た
も
の
あ

　
　
つ
ば

れ自
分
で
は
言
ひ
得
た
や
う
な
も
の
が
平
凡
他
奇
な
き
も
の
と
な
れ
る
も
あ
れ
ど
奇
営
人
心
の
機
微
を
穿
つ
も
の
多
し
お
も
し

　
　ろ
き
小
冊
子
な
り

こ
れ
ら
の
書
評
で
は
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
て
、
上
司
小
剣
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
と
し
て
の
独
自

性を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
上
司
小
剣
は
の
ち
に
出
版
し
た
同
じ
小
品
集
の
『
金
魚
の
う
ろ
こ
』
（
大
正
5
年
2
月
2
0
日
　
東
雲
堂
書
店
）

の

「序
文
」
に
、
「
其
の
本
（
注
、
『
瓢
そ
の
日
く
』
を
さ
す
）
何
し
た
は
つ
み
か
、
可
な
り
売
れ
て
、
私
の
本
に
は
珍
ら
し
く
、
七
版
　
　
　
　
一

ま
で
を
重
ね
た
」
と
い
う
か
ら
、
上
司
小
剣
は
、
「
神
主
」
で
小
説
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
以
前
に
、
「
そ
の
日
く
」
で
「
一
般
に
好
評
　
　
　
3
9

を
得
」
て
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
上
司
小
剣
の
小
品
は
早
く
か
ら
大
町
桂
月
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
　
　
　
　
一

な
く
、
一
般
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

　
上司
小
剣
の
小
品
「
そ
の
日
く
」
の
第
一
の
特
徴
は
、
あ
く
ま
で
も
、
『
読
売
新
聞
』
の
∧
紙
面
の
埋
め
草
〉
と
し
て
、
執
筆
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
「
そ
の
日
く
」
は
、
新
聞
の
紙
面
の
編
集
の
都
合
に
よ
り
、
紙
面
に
余
白
が
出
来
た
時
、
そ
の
余
白
を
埋
め
る
た
め
に
執

筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　そ
の
日
、
そ
の
日
の
編
集
の
状
況
に
よ
っ
て
、
紙
面
に
余
白
が
あ
る
か
、
余
白
の
字
数
が
何
字
分
で
あ
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ

て

いな
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
も
っ
て
書
く
べ
き
素
材
を
準
備
し
て
執
筆
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
そ
の
日
く
」
は
、
ま
さ
に
、
そ
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の
日
、
そ
の
日
の
紙
面
の
編
集
後
の
短
時
間
で
、
し
か
も
そ
の
余
白
の
字
数
に
合
わ
せ
て
、
即
興
的
に
執
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
に
述
べ
た
単
行
本
の
「
着
物
の
裏
」
や
「
梅
雨
」
よ
う
に
、
同
じ
文
章
を
一
年
後
に
再
び
掲
載
す
る
よ
う
な
こ
と

に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　実
際
に
、
「
そ
の
日
く
」
は
一
篇
一
篇
が
非
常
に
短
く
、
し
か
も
、
長
い
も
の
で
二
十
行
、
一
番
短
い
も
の
で
一
行
、
す
な
わ
ち
四
百

字
か
ら
二
十
字
ほ
ど
と
、
そ
の
字
数
も
日
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
毎
日
必
ず
連
載
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

一定
の
字
数
や
枚
数
、
あ
る
い
は
掲
載
曜
日
を
決
め
て
、
「
そ
の
日
く
」
欄
が
設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
新
聞
記
事
が
多
く
、
紙
面
に

余裕
が
な
い
と
き
に
は
執
筆
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　も
う
一
つ
「
そ
の
日
く
」
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
七
年
六
月
十
一
日
に
か
け

て
、
英
訳
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
英
訳
も
毎
日
必
ず
付
け
ら
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
合
わ
せ
て
七
十
八
日
分
に
相
当
す
　
　
　
一

る
。
そ
の
内
容
に
は
共
通
す
る
も
の
が
な
く
、
何
か
高
尚
な
目
的
が
あ
っ
て
訳
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
、
英
訳
も
第
一
面
の
　
　
　
4
0

余白
を
埋
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
〈
紙
面
の
埋
め
草
〉
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

四

　
大
正
期
に

活
躍
す
る
文
学
者
の
小
品
集
で
有
名
な
も
の
に
、
大
正
四
年
か
ら
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
を
集
め
た
薄

田
泣
董
の
『
茶
話
』
と
、
大
正
十
二
年
一
月
の
創
刊
号
か
ら
、
『
文
芸
春
秋
』
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
、
芥
川
龍
之
介
の
「
條
儒
の
言
葉
」

があ
る
。

　
「
茶
話
」
は
、
周
知
の
通
り
、
古
今
東
西
の
逸
話
を
も
と
に
し
た
、
人
物
論
に
そ
の
面
白
さ
が
あ
る
。
「
條
儒
の
言
葉
」
は
、
芥
川
の
人

生観
、
芸
術
観
な
ど
が
書
か
れ
た
、
徹
底
し
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　そ
れ
に
対
し
、
上
司
小
剣
の
「
そ
の
日
く
」
は
、
〈
紙
面
の
埋
め
草
〉
と
し
て
執
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
随



想
雑感
コ
ラ
ム
と
い
っ
た
、
日
常
生
活
か
ら
広
く
素
材
を
求
め
た
小
品
に
な
っ
て
い
る
。

　し
た
が
っ
て
、
上
司
小
剣
の
随
想
雑
感
コ
ラ
ム
の
内
容
は
、
種
々
多
様
で
あ
る
。
そ
の
時
々
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
も
あ
れ
ば
、
明
治

三十
六
年
二
月
二
十
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
発
表
さ
れ
た
、
尾
上
菊
五
郎
の
大
阪
出
勤
の
秘
話
な
ど
は
、
執
筆
よ
り
十
年
も
前
の
、
明

治

二
十
五年
三
月
の
出
来
事
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
上司
小
剣
の
体
験
談
だ
け
で
な
く
、
明
治
三
十
七
年
二
月
九
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　　
一
兵
卒
曰
く
、
『
兵
隊
へ
行
く
と
、
練
兵
の
外
に
、
飯
炊
き
か
ら
、
拭
き
掃
除
ま
で
教
は
る
、
家
へ
帰
つ
て
も
女
房
ハ
要
ら
な
い
。
』

と
い
っ
た
、
他
人
か
ら
の
伝
聞
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　ま
た
、
社
会
や
世
間
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
服
装
や
都
市
の
美
観
な
ど
の
、
風
俗
や
美
術
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　更
に
、
上
司
小
剣
は
文
明
の
利
器
に
は
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
ら
し
く
、
活
動
写
真
や
蓄
音
機
も
そ
の
話
題
に
上
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
一

明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
一
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1

　
　墨を
磨
つ
て
、
そ
れ
を
筆
に
染
ま
せ
て
書
く
と
い
ふ
の
ハ
、
些
細
な
手
数
な
が
ら
、
人
の
一
代
に
積
れ
バ
、
随
分
多
く
の
時
間
を
空
　
　
　
　
一

　
　費
し
て
居
る
勘
定
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
よ
り
も
墨
を
水
に
溶
か
し
た
の
を
瓶
に
入
れ
て
売
つ
た
ら
、
時
間
の
倹
約
ハ
も
と
よ
り
、

　
　
硯を
買
う
必
要
が
な
く
な
る
と
思
ふ
。

文
明
を
先
取
り
し
た
か
の
よ
う
な
、
上
司
小
剣
の
先
見
の
明
が
窺
え
る
。

　そ
の
中
に
、
薄
田
泣
董
の
「
茶
話
」
の
よ
う
な
、
古
今
東
西
の
有
名
人
に
取
材
し
た
、
逸
話
コ
ラ
ム
も
含
ま
れ
て
い
た
。
泣
董
の
「
茶

話
」
と
小
剣
の
「
そ
の
日
く
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
小
剣
の
コ
ラ
ム
の
個
性
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

　
例え
ば
、
同
じ
人
物
に
つ
い
て
も
、
対
象
に
向
け
ら
れ
た
泣
董
の
視
線
と
小
剣
の
そ
れ
と
で
は
、
全
く
異
質
で
あ
る
。

　
泣
董
がト
ル
ス
ト
イ
に
つ
い
て
書
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
性
欲

上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」



上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

　
　
　ト
ル
ス
ト
イ
伯
は
、
息
子
の
イ
リ
ヤ
が
十
八
歳
の
頃
、
あ
る
日
屏
風
の
裏
表
で
背
中
合
せ
に
な
っ
て
、

　
　　
「
イ
リ
ヤ
、
こ
x
で
は
誰
も
聞
い
て
は
居
な
い
し
、
私
達
も
お
互
に
顔
が
見
え
な
い
か
ら
、
恥
か
し
い
事
は
無
い
。
お
前
は
今
日
ま

　
　
で
女と
関
係
し
た
事
が
あ
る
か
い
。
」

　
　と
訊
い
た
。

　
　
　
息
子
のイ
リ
ヤ
が
、

　
　　
「
否
、
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
　
と
答
へ
る
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
急
に
歓
歓
を
し
出
し
た
。
そ
し
て
子
供
の
や
う
に
お
い
く
声
を
立
て
て
泣
き
出
す
の
で
、
息
子
の

　
　イ
リ
ヤ
も
屏
風
の
裏
で
し
く
く
泣
き
入
つ
た
と
い
ふ
事
だ
。

　
　
　ト
ル
ス
ト
イ
は
私
に
相
談
し
て
泣
い
た
訳
で
も
無
か
つ
た
か
ら
、
何
故
息
子
の
返
事
を
聞
い
て
泣
き
出
し
た
か
解
る
筈
も
な
い
が
、
　
　
　
一

　
　察
す
る
所
、
自
分
が
若
い
頃
の
不
品
行
に
比
べ
て
、
息
子
の
純
潔
な
の
に
つ
い
知
ら
ず
感
激
さ
せ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
〈
後
略
＞
　
　
　
4
2

泣
董
の

場合
は
、
息
子
の
女
性
関
係
に
つ
い
て
の
ト
ル
ス
ト
イ
と
息
子
と
の
対
話
の
中
に
、
「
ト
ル
ス
ト
イ
は
私
に
相
談
し
て
泣
い
た
訳
で
　
　
　
一

も
無
か
つ
た
か
ら
、
何
故
息
子
の
返
事
を
聞
い
て
泣
き
出
し
た
か
解
る
筈
も
な
い
が
、
察
す
る
所
、
自
分
が
若
い
頃
の
不
品
行
に
比
べ
て
、

息
子
の

純
潔
な

の
に

つ
い

知ら
ず
感
激
さ
せ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
」
と
い
う
皮
肉
を
付
け
加
え
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
同
じ
ト
ル
ス
ト
イ
で
も
上
司
小
剣
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
七
年
九
月
三
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

いる
。

　
　ト
ル
ス
ト
ヰ
翁
の
子
息
ハ
、
義
勇
兵
と
な
つ
て
西
比
利
亜
に
居
る
。
流
石
ハ
ト
ル
ス
ト
ヰ
翁
だ
、
人
の
思
想
の
尊
重
す
る
こ
と
を
知

　
　
つ
て

居る
。
自
分
の
見
だ
か
ら
と
て
、
無
理
に
、
抑
圧
的
に
、
自
分
の
信
仰
の
圏
内
に
引
き
入
れ
や
う
と
ハ
し
な
い
。

泣
董
の言
葉
を
借
り
れ
ば
「
茶
話
」
は
、
「
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
世
間
話
を
す
る
や
う
な
気
持
で
、
ま
た
画
家
が
カ
リ
カ
チ
ウ
ル
を
描
く
や

う
な
気
持
で
」
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
名
の
あ
る
人
物
を
題
材
に
し
た
コ
ラ
ム
に
は
、
ど
こ
か
人
を
小
馬
鹿
に
し
た
よ



う
な
、
風
刺
や
皮
肉
が
内
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
そ
の
日
く
」
は
、
全
体
的
に
見
て
も
、
真
摯
な
態
度
で
、
著
名
人
だ
け
で
な

く
広
く
人
間
一
般
を
観
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
な
ら
ト
ル
ス
ト
イ
の
美
談
に
つ
い
て
素
直
な
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
そ
こ
に

は
上
司
小
剣
の
良
識
家
と
し
て
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

　
泣
董
の

『茶話
』
は
、
紙
面
に
「
茶
話
」
欄
を
設
定
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
篇
一
篇
の
量
が
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

で約
二
三
枚
と
大
方
一
定
し
て
い
る
。
一
方
、
上
司
小
剣
の
「
そ
の
日
く
」
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
〈
紙
面
の
埋
め
草
V
と
し

て

執
筆さ
れ
て
い
た
。
一
つ
の
記
事
や
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
る
よ
う
な
分
量
が
あ
れ
ば
、
当
然
、
そ
れ
ら
が
優
先
的
に
掲
載
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
原
稿
を
載
せ
る
だ
け
の
字
数
が
な
く
、
小
さ
な
空
白
が
生
じ
た
場
合
、
ま
た
は
、
掲
載
す
る
記
事
が
不
足
し
た

場合
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
の
が
〈
埋
め
草
〉
で
あ
る
。

　し
た
が
っ
て
、
中
に
は
、
わ
ず
か
一
行
ほ
ど
の
も
の
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
し
か
し
、
わ
ず
か
一
行
で
も
、
明
治
三
十
七
年
三
月
十
七
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

　
　征韓
。
征
清
。
征
露
。
戦
争
が
段
々
出
世
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
よ
う
に
、
幾
度
も
の
戦
争
に
よ
る
社
会
の
流
れ
を
的
確
に
表
現
し
た
も
の
が
あ
る
。

　ま
た
、
明
治
三
十
七
年
六
月
七
日
と
三
十
八
年
六
月
八
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
　名
が
美
し
く
て
、
実
の
イ
ヤ
な
も
の
ハ
、
梅
雨
だ
。

「
梅雨
」
と
い
う
一
つ
言
葉
と
、
梅
雨
そ
の
も
の
の
落
差
を
、
た
っ
た
一
文
で
言
い
当
て
て
い
る
。
余
計
な
説
明
は
一
切
省
か
れ
、
要
点
の

み

が
最も
効
果
的
な
方
法
で
書
か
れ
た
一
篇
で
あ
る
。

　
上司
小
剣
自
身
は
、
「
そ
の
日
く
」
の
短
文
に
つ
い
て
、
単
行
本
の
「
序
」
で
、
「
予
は
無
韻
の
詩
を
作
る
つ
も
り
で
、
こ
の
き
れ
ぐ

の

文
章を
書
い
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治
三
十
八
年
の
二
月
十
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」



上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

　
　痩
せ
た
土
地
を
眺
め
つ
〉
、
こ
の
痩
せ
た
土
地
か
ら
、
今
に
真
珠
の
や
う
な
米
粒
を
収
穫
て
見
せ
る
、
と
い
ふ
て
居
る
百
姓
の
心
ほ

　
　ど
、
世
に
清
く
貴
い
も
の
ハ
あ
る
ま
い
。

お
そ
ら
く
上
司
小
剣
が
出
会
っ
た
で
あ
ろ
う
日
常
の
さ
さ
や
か
な
一
場
面
を
率
直
に
表
現
し
、
簡
勤
な
文
章
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
世
界
を

作り
上
げ
て
い
る
。
た
っ
た
一
文
の
中
に
、
上
司
小
剣
の
感
性
と
表
現
力
の
豊
か
さ
が
か
い
ま
見
え
る
。
ま
さ
に
、
上
司
小
剣
の
「
小
品

の才
」
が
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
小
品
の
才
」
と
い
え
ば
、
先
に
あ
げ
て
お
い
た
芥
川
龍
之
介
の
「
條
儒
の
言
葉
」
が
有
名
で
あ
る
。

　
芥川
の
小
品
は
、
上
司
小
剣
の
「
そ
の
日
く
」
や
泣
童
の
「
茶
話
」
が
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、
雑
誌

『文
芸
春秋
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
篇
一
篇
は
、
多
い
も
の
で
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
約
三
枚
分
、
少
な
い
も
の
で
は
わ
ず

か
一
行
と
一
定
し
て
い
な
い
が
、
毎
回
、
巻
頭
の
一
～
二
頁
を
使
っ
て
、
そ
の
枠
内
で
自
由
に
執
筆
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
一
つ
の
題
　
　
　
一

の

下
に

長
文を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
題
を
あ
げ
な
が
ら
短
文
を
羅
列
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
　
　
4
4

〈

紙
面
の

埋め
草
〉
で
あ
っ
た
「
そ
の
日
く
」
と
は
、
そ
の
性
格
が
異
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　し
か
し
、
　
一
篇
一
篇
に
注
目
す
る
と
「
條
儒
の
言
葉
」
の
、

　
　
　
　
　
忍
従

　
　
忍

従は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
卑
屈
で
あ
る
。

な
ど
は
、
内
容
の
差
こ
そ
あ
れ
、
先
に
あ
げ
た
小
剣
の
「
名
が
美
し
く
て
、
実
の
イ
ヤ
な
も
の
ハ
、
梅
雨
だ
」
に
共
通
す
る
「
小
品
の
才
」

を
感
じ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
は
た
っ
た
一
文
で
も
、
そ
の
表
現
方
法
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
「
保
儒
の
言
葉
」
に
は
、

　
　
　
　
　
小説
家

　
　
最も
よ
い
小
説
家
は
「
世
故
に
通
じ
た
詩
人
」
で
あ
る
。



と
い
う
一
文
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
そ
の
日
く
」
に
お
い
て
も
、
詩
人
と
小
説
家
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年

六月
四
日
の
「
そ
の
日
く
」
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
詩
人
が
小
説家
に
な
る
。
仮
令
ヘ
バ
、
義
太
夫
語
り
が
芸
妓
に
な
る
や
う
な
も
の
。

　
芥川
の
観
念
的
な
言
葉
の
上
で
の
定
義
に
比
べ
、
上
司
小
剣
の
方
は
、
「
義
太
夫
語
り
」
や
「
芸
妓
」
な
ど
、
俗
っ
ぽ
い
比
喩
を
用
い
、

な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
発
表
の
場
が
『
文
芸
春
秋
』
と
『
読
売
新
聞
』
と
い
う
違
い

があ
る
で
あ
ろ
う
。
「
そ
の
日
く
」
は
、
『
文
芸
春
秋
』
に
発
表
さ
れ
た
芥
川
の
小
品
の
よ
う
に
一
部
の
文
学
者
や
知
識
人
だ
け
で
は
な

く
、
広
く
新
聞
読
者
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　そ
れ
ゆ
え
、
芥
川
と
上
司
小
剣
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
品
に
お
け
る
執
筆
態
度
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
「
保
儒
の
言
葉
」
に
見
ら
れ
る
芥
川
の
執
筆
態
度
は
、
社
会
、
世
間
や
常
識
、
芸
術
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
対
す
る
懐
疑
的
な
眼
差
し
で
　
　
　
　
一

も
あ
っ
た
。
「
保
儒
の
言
葉
」
は
、
そ
の
懐
疑
的
眼
差
し
を
嘲
笑
や
憎
悪
と
い
う
形
で
表
現
し
た
、
ま
さ
に
歯
に
衣
着
せ
ぬ
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
　
　
　
4
5

だ
っ

た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
一
方
、
上
司
小
剣
は
、
物
事
の
是
非
に
つ
い
て
自
分
の
結
論
を
明
言
し
な
い
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
八
年
九
月
二
日
の
「
そ

の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
学
者
が
或る
学
説
を
説
明
す
る
為
め
に
、
実
地
の
例
を
引
い
た
時
に
ハ
、
必
ず
『
多
少
の
例
外
ハ
あ
る
が
』
と
い
ふ
断
は
り
書
き
が

　
　
つ
い
て

居る
。

右
のよ
う
に
、
上
司
小
剣
に
は
、
物
事
の
是
非
を
は
っ
き
り
書
か
ず
、
判
断
を
読
者
に
ま
か
せ
、
自
己
の
主
張
は
極
力
表
面
下
に
押
し
隠

そ
う
と
す
る
様
子
が
窺
え
る
。

　し
か
し
、
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
執
筆
当
時
の
上
司
小
剣
の
思
想
的
立
場
が
表
れ
て
い
る
。

　
「
そ
の
日
く
」
が
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年
は
、
ち
ょ
う
ど
日
露
戦
争
の
開
戦
か
ら
終
結
に
あ

上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」
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た
る
。
上
司
小
剣
の
大
阪
時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
っ
た
堺
利
彦
は
、
明
治
三
十
六
年
十
月
九
日
に
、
『
萬
朝
報
』
が
開
戦
論
に
転
じ
た
こ
と

がき
っ
か
け
で
、
『
萬
朝
報
』
を
退
社
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
堺
は
社
会
主
義
の
立
場
か
ら
、
非
戦
論
を
唱
え
た
。
一
方
、
上
司
小
剣
は
『
読

売
新
聞
』
で
編
集
の
仕
事
に
携
わ
り
、
「
そ
の
日
く
」
を
執
筆
し
て
い
た
。
堺
利
彦
や
幸
徳
秋
水
と
交
わ
っ
て
、
社
会
主
義
に
関
心
を
持

っ

て

い
た
上
司
小
剣
で
は
あ
る
が
、
明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
二
日
の
「
そ
の
日
く
」
を
読
む
と
、
絶
対
に
戦
争
を
何
で
も
か
ん
で
も

反

対
だ
と
い
う
立
場
で
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
は
、
「
場
合
に
よ
つ
て
は
人
間
を
殺
さ
ね
バ
な
ら
ぬ
」
と
、
次
の
よ
う
に
書

い

てあ
る
。

　
　
人間
と
人
間
と
の
戦
争
が
、
如
何
な
る
場
合
に
も
罪
悪
で
、
人
間
と
風
、
或
ハ
人
間
と
徽
菌
と
の
戦
争
ハ
如
何
な
る
場
合
に
も
罪
悪

　
　
でな
い
と
い
ふ
の
は
、
唯
物
の
大
小
よ
り
外
ハ
見
え
ぬ
人
の
浅
墓
な
説
で
あ
る
。
人
間
の
爪
に
か
・
つ
て
捻
り
殺
さ
れ
た
風
や
、
人

　
　間の
持
へ
た
恐
ろ
し
い
薬
液
を
人
間
の
為
め
に
頭
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
て
悲
惨
な
る
最
後
を
遂
げ
た
徽
菌
な
ど
ハ
、
嚥
人
間
を
恨
ら
ん
　
　
　
一

　
　
で
居る
で
あ
ら
う
。
風
や
徽
菌
の
機
関
新
聞
ハ
、
人
間
を
不
倶
戴
天
の
仇
と
し
て
、
連
日
人
間
攻
撃
の
記
事
を
掲
げ
て
居
る
で
あ
ら
　
　
　
4
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　う。
併
し
人
間
ハ
己
れ
の
安
全
の
為
め
に
、
風
を
殺
さ
ね
バ
な
ら
ず
、
徽
菌
を
殺
さ
ね
バ
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
つ
て
は
人
間
を
殺
さ
　
　
　
一

　
　
ね

バ
なら
ぬ
。

非
戦
論を
主
張
し
て
い
た
堺
や
幸
徳
の
よ
う
な
当
時
の
社
会
主
義
者
た
ち
と
は
異
な
り
、
上
司
小
剣
は
頭
ご
な
し
に
戦
争
を
否
定
せ
ず
、

人間
は
風
や
徽
菌
を
殺
す
よ
う
に
「
己
れ
の
安
全
の
為
め
に
」
人
間
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
だ
か
ら
、
戦
争
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。　同
じ
よ
う
に
、
明
治
三
十
七
年
九
月
二
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　日
本
の
軍
使
が
旅
順
へ
降
参
を
勧
め
に
行
つ
て
、
敵
の
参
謀
長
に
面
会
を
求
め
、
そ
れ
を
待
つ
間
に
、
敵
の
前
哨
中
隊
長
と
、
月
下

　
　
に
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
戦
物
語
を
し
た
。
軍
使
が
『
貴
軍
の
猛
烈
な
る
砲
撃
も
、
毎
日
耳
に
慣
れ
て
ハ
さ
な
が
ら
音
楽
を

　
　
聴く
や
う
だ
』
と
言
ひ
、
中
隊
長
が
『
旅
順
に
ハ
近
頃
芝
居
も
無
く
、
舞
踏
も
無
く
、
我
々
ハ
毎
日
殺
風
景
な
生
活
を
し
て
居
る
、



　
　そ
れ
に
今
日
ハ
図
ら
ず
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
御
馳
走
に
な
つ
て
有
り
難
い
』
と
答
へ
、
軍
使
ハ
更
に
『
武
士
ハ
相
見
互
ひ
で
す
、
他
日
貴

　
　官
が
我
等
を
要
塞
に
囲
ま
る
〉
こ
と
あ
ら
バ
、
今
日
の
返
礼
と
し
て
三
鞭
の
御
馳
走
を
頼
む
』
と
言
つ
た
の
ハ
、
近
頃
優
し
い
物
語

　
　
で
ハな
い
か
、
戦
争
を
蛇
蜴
の
や
う
に
忌
み
嫌
ふ
非
戦
論
者
よ
、
戦
争
に
ハ
こ
ん
な
美
し
い
景
色
が
あ
る
。

「
戦
争を
蛇
蜴
の
や
う
に
忌
み
嫌
ふ
非
戦
論
者
」
に
向
け
て
、
戦
線
に
お
け
る
美
談
を
紹
介
し
、
戦
争
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
戦
争を
蛇
蜴
の
や
う
に
忌
み
嫌
ふ
非
戦
論
者
」
に
は
、
堺
や
幸
徳
を
初
め
と
す
る
社
会
主
義
者
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
上

司
小
剣
に
は
、
物
事
を
観
念
的
、
公
式
的
に
捉
え
な
い
柔
軟
さ
が
あ
る
。
そ
の
柔
軟
さ
が
、
社
会
主
義
思
想
に
近
付
き
な
が
ら
も
直
接
運

動
に

加
担し
な
か
っ
た
、
上
司
小
剣
の
思
想
的
立
場
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
上
司
小
剣
が
、
『
萬
朝
報
』
が
開
戦
論
に
転
じ
た
こ
と
で
、

『萬
朝報
』
を
退
社
し
た
親
友
・
堺
利
彦
と
一
線
を
画
す
る
点
で
あ
っ
た
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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　上司
小
剣
の
「
そ
の
日
く
」
は
、
人
間
の
存
在
だ
け
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
を
自
然
の
中
の
一
つ
と
し
て
考
え
　
　
　
一

ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
七
月
十
一
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　神
様
は
人
間
の
食
料
と
し
て
、
鯛
を
造
ら
れ
た
と
同
じ
に
、
蚊
の
食
料
と
し
て
べ
人
間
を
造
ら
れ
た
。

人間
だ
け
で
は
な
く
、
万
物
に
向
け
ら
れ
た
小
剣
の
温
か
い
眼
差
し
が
、
そ
こ
に
あ
る
。

　ま
た
、
「
そ
の
日
く
」
に
お
け
る
、
上
司
小
剣
の
執
筆
態
度
に
特
徴
的
な
の
は
、
明
治
三
十
八
年
七
月
八
日
の
「
そ
の
日
く
」
に
代

表
さ
れ
る
態
度
で
あ
っ
た
。

　　
一
夜
の
散
歩
の
折
、
宇
宙
と
い
ふ
も
の
ハ
、
限
り
あ
る
も
の
か
、
限
り
の
な
い
も
の
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
、
十
二
時
ご
ろ
ま

　
　
で
空し
く
立
ち
つ
く
し
た
。
考
て
見
れ
バ
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で
あ
つ
た
。

「そ
の
日
く
」
全
体
を
通
読
し
て
も
わ
か
る
通
り
、
小
剣
は
、
人
間
の
俗
な
日
常
か
ら
か
け
離
れ
た
思
索
を
、
「
考
て
見
れ
ば
つ
ま
ら
ぬ

上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」
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こ
と
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
品
の
題
材
は
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
拾
い
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
「
そ
の
日
く
」
に
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
決
し
て
「
茶
話
」
や
「
條
儒
の
言
葉
」
に
引
け
を
と
ら
な
い
小
剣
の
独

自
性
が
あ
る
。
〈
紙
面
の
埋
め
草
V
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
随
想
雑
感
コ
ラ
ム
が
主
で
あ
っ
た
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
も
十
分
に
小
剣
の
個
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
今日
ま
で
一
般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
上
司
小
剣
の
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」
で
あ
る
が
、
薄
田
泣
董
、

芥川
龍
之
介
の
小
品
集
に
並
ぶ
、
近
代
文
学
史
に
お
け
る
、
三
大
小
品
の
一
つ
に
価
す
る
、
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊
付
記
　
本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会
（
平
成
十
二
年
六
月
十
日
、
於
奈
良
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ

　
る
。

一
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【注
】
初
出
一
覧
表
　
　
●
英
駅
付
き

新
聞
掲
載
年月
　
執
筆
者
　
　
　
　
　
単
行
本
収
録

聞
掲載
年

執筆
者

単
行
本
収
録

聞
掲
載
年

執
筆
者

芝

単
行
本
収
録

明
治
三
六
年

三月
　
一

一

（
二

三赤
い
色

四月
　
三

ハ剣

一

一月
二
七

小
星

（
五九
）
傘

三月
　
二

ハ剣

四月
　
四

小
剣

一

（
八六
）
桜

一月
二
八

ハ
星

（六〇
）
肩
掛
と
手
風
琴
と

三月
　
三

ム

軒
生

四月
　
五

ハ剣

一

（
二二
）
標
札

一月
二
九

三月
　
四

川剣

四月
　
六

ハ剣

一

一月
三
〇

＝月
　
五

小剣

四月
　
七

ハ剣

一

（
二三
）
飯
の
皮

一月
ゴ
ニ

＝月
　
六

ハ剣

四月
　
八

川剣

一

二月
　
一

＝月
　
七

ハ剣

四月
　
九

小剣

一

「月
　
二

ハ
星

＝月
　
八

ハ剣

四月
一
〇

ハ剣

一

一
月
　
三

（二六
）
下
駄
の
歯
入
れ

＝月
　
九

つる
ぎ

四月
一
一

小剣

一

一
月
　
四

川
星

＝月
一
〇

ハ剣

四月
一

二

子

一

一月
　
五

ハ
星

（
一
〇〇
）
雪
後

ゴ月
一

一

ハ剣

四月
一

三
公
生

一

↓
月
　
六

ハ
星

一

（
二七
）
泉
岳
寺

二月
「

二

披

一

四月
一

四

ム

生

一

一
月
　
七

一

ゴ月
一

三

爪剣

一

（
一五
）
赤
と
黒
と

四月
一

五

、

神
戸
尻
曇
莫
衛

二月
　
八

ハ
星

一

三月
一
四

爪剣

一

（
七
一
）
広
告

四月
一
六

ハ剣

二月
　
九

一

三月
一
五

披

一

四月
一
七

川剣

（
一四
）
反
物

二月
一
〇

「

三月
ニ
ハ

峰

一

四月
一
八

ハ剣

（
一八
）
政
治
家
の
品
性

二月
一

一

ハ
星

一

三月
一
七

披

一

四月
一
九

尻
馬
生

二月
一

二

一

三月
一
八

大
阪
尻
馬
生

一

四月
二

○

宕

生

二月
＝
二

一

三月
一
九

大
阪
尻
馬
生

一

四月
二

一

川剣

（二
一
）
紅
顔
院

二月
一
四

一

三月
二
〇

ハ剣

一

四月
二
二

尻馬

二月
一
五

一

三月
一
＝

歩
生

一

四月
二

三日

ハ剣

一
二月
一
六

ハ
星

一

（
二
四七
）
白
拍
子

三月
二
二
一

爪剣

一

四月
二
四

小剣

二月
一
七

一

三月
二
三

．

大
阪
尻
馬
生

一

四月
二
五

小剣

一●

（ニ
ハ
）
東
京
の
道
路

二月
｛
八

ハ剣

一

三月
二
四

ハ剣

一

四
月
二
六

ハ剣

一●

二月
一
九

一

三月
二
五

小剣

一

四月
二
七

ハ剣

一

●

二月
二
〇

小剣

一

三月
二
六

小剣

一

四月
二
八

小剣

一

●

二月一
．

一

川剣

一

（
一〇
一
）
家
の
番
号

三月
二
七

川剣

一

（
五六
）
帽
子

四月
二
九

小剣

一

二月一

二

ハ剣

一

（
七三
）
梅
花
の
詩

三月
二
八

小剣

一

四
月
三
〇

ハ剣

一●

（九九
）
馬
夫

二月一

三

一

三月
二
九

ハ剣

一

五月
　
一

公
生

一

二月一

四

披

一

三月
三
〇

一

五月
　
二

一

●

二月一

五

ハ剣

一

三月一
一
二

公
生

一

五月
　
三

水

一

●

二月
二
七

ハ剣

一

四月
　
一

ハ剣

　

（
二五
）
粗
食

五月
　
四

ム

生

一

●

二月
二
八

ハ剣

］

（八五
）
大
工
の
棟
梁

四月
　
二

小剣

一

五月
　
五

水

一●
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以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

新
聞
掲
載
年月

執筆
者

コ

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆者

3

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執筆
者

単
行
本
収
録

五月
　
⊥
ハ

篭

「

●

六月

○

小剣

●

七月一

四

小
剣

一

（九〇
）
夏
期
講
習
会

五月
　
七

一
●

六月

一

ハ剣

●

七旦

五

川剣

一

（六五
）
名
著
梗
概

五月
　
八

、
’
蕎

一

●

六月

二

ハ剣

●

七月
一

六

ハ剣

一

五月
　
九

一

⊥ハ月

三

爪剣

七
月
一

八

ハ剣

一

（九
六
）
弘
法
大
師

五月
一
〇

水

一

六月

四

小剣

●

（七二
）
熱
い
食
物

七月
一

九

ハ剣

一

五月
一

一

ハ剣

一

●

六月
一
五

ハ剣

一●

（五七
）
机

七月
＝

○

ハ剣

一

五月
一
二

こ
つ
る
ぎ

一

●

六月
二
三

ハ剣

一

（八〇
）
名
所
案
内
札

七月
＝
二

川剣

一

五月
一

三

’
養

一

●

六月
二
四

ハ剣

一

八月

一

ハ剣

一

（九四
）
水
と
火
と

五月
一

四

浩
堂

一

●

六月
二
五

ハ剣

一

（七七
）
本
の
表
紙

八月
　
二

ハ剣

一

（九五
）
隅
田
川

五月
一

五

ハ剣

↓

六月
二
六

ハ剣

一

八月
　
四

ハ剣

一

（九三
）
人
類
館

五月
一

六

、
’
篭

｝●

六月
二
七

ハ剣

一

（
　二
）
雲
の
形

八月
　
五

ハ剣

一

（九七
）
煉
瓦

五月
一

七

浩
堂

一

●

⊥ハ月
二
八

ハ剣

一

（
．

七
）

活
動
写
真と
蓄
音
機
と

八月
　
七

ハ剣

一

（九二
）
生
蕃

五月
一
八

諺
篭

一

六月
二
九

ハ剣

一

八月
　
八

ハ剣

一

（
八二
）
社
会
主
義

五月
一
九

水

】

●

六月
三
〇

ハ剣

一

（七九
）
葉
が
き

八月
　
九

ハ剣

一

（
八三
）
団
扇
の
絵

五月
二
〇

ハ剣

一

●

七月
　
一

ハ剣

一

（
四五
）
動
物
虐
待

八月
一
〇

披

一

五月
一
＝

ハ剣

一

●

（六八
）
墨
と
硯
と

七月
　
二

ハ剣

↓

（四六
）
風
呂
敷

八月
一
二

ハ剣

一

五月
二
二

川剣

一

七
月
　
三

小剣

一●

八月
一

四

ハ剣

一

五月一

三

大
坂
尻
馬
生

一
●

七月
　
四

川剣

一
●

八月
一

五

ハ剣

　

五月一

四

、
’
篭

一

●

七月
　
五

ハ剣

●

八月
一

⊥ハ

ハ剣

一

（
八四
）
器
械

五月一

五

‘
養

一

七月
　
七

川剣

●

（七〇
）
鶴
亀

八月
一

七

刃

一

五星

六

水

一

●

七月
　
八

川剣

（
六
一
）
街
燈

八月
一
八

川剣

一

（八一
）
簡
単

五月一

七

ム

生

一

七月
　
九

ハ剣

八月
一
二

南

一

五月一

八

公

生

一

●

七月
一
〇

ハ剣

（
七六
）
亀
井
橋

八旦

二

南

一

五月
二
九

水

一

●

七月
一

一

ハ剣

（
一九
）
浴
衣

八旦

三

南

一

五月
三
〇

客

生

一

●

七月
一

二

川剣

一

八旦

四

南

五月
三
↓

ハ剣

一

七月
一
四

小剣

一

八月一

五

南

六月

↓

ハ剣

一

七月
一
五

ハ剣

（七八
）
銅
貨
の
力

八旦

⊥ハ

南

六月
　
二

S
K

一

七月
一
六

ハ剣

（六三
）
画
看
板

八月一

七

南

六月
　
三

ハ剣

一●

七月
一
七

小剣

ニ
ハ
ニ
）
少
年
俳
優

八旦

八

川剣

（五八
）
子
供

六月
　
四

篭

一●

七月
一
八

ハ剣

●

（六六
）
白
い
皿

八月一

九

噴

六月
　
五

H
H

一

●

七月
一
九

小剣

●

八月
＝

○

披

六月
　
六

川剣

一

七月
二
一

ハ剣

八月
＝

一

南

六月
　
七

川剣

一

七月
二
二

ハ剣

二

〇二
）
女
の
好
物

九月
　
一

南

六月
　
八

娯

生

一●

七月
二
三

爪剣

（八七
）
大
阪
城

九月
　
二

南

5
0
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1

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆者

単
行
本
収
録

九月
　
三

ハ剣

（
四七
）
猿

一
〇月
「
○

南

一

一
一月
二
三

骨
蝶
蟻

一

●

九月
　
四

ハ剣

一
〇月
一

一

南

一

●

一
一月
二

四

骨
蝶
蟻

一

九月
　
五

ハ剣

一
〇月
一
二

南

一

●

一
一月
二
五

骨
蝶
蟻

一
●

九
月
　
六

南

一
〇月
一
三

川剣

一

一

一月
二
六

ハ剣

一

●

（
五二
）
橋
銭

九月
　
七

披

○月
一
四

岳
南

一

一月
二
七

ハ
剣

一

（四〇
）
尭
舜
の
民

九
月
九

ハ剣

（五〇
）
ビ
ス
ケ
ツ
ト

○月
一
五

南

一

●

一月
二
八

ハ剣

一

●

九月

○

堂

○月
一
六

川剣

一

（四三
）
乳
房

一月
二
九

ハ剣

一

九月

一

鳥

○
月
一
七

ハ剣

一

一月
三
〇

南
生

一

九月

二

ハ剣

（四八
）
外
国
語

○月
一
八

南

一●

二月

一

小剣

一

（
三九
）
茶
漬
け

九月

三

南

○月
二
〇

ハ剣

一

（五五
）
外
套

二月

二

小剣

一

（四一
）
車
夫

九月

五

爪剣

一

（八八
）
女
服

○月
一
＝

南

一

一
二月
　
三

ハ剣

一

九月

六

ハ剣

一

（五
一
）
泪
羅
の
屈
原

○月
二
二

南

一
●

＝
一
月
　
四

ハ
剣

一

九月

七

南

一

○
月
二
三

ハ剣

一

（四四
）
徒
歩

一
二月
　
五

小
剣

一

九月

八

南

一

○月
二
四

南

一●

一
二月

六

ハ剣

一●

（
三八
）
星
の
名

九月
一
九

ハ剣

（
四九
）
中
毒

○
月
二
五

ハ剣

一

一
二月
　
八

ハ剣

一

（
三七
）
絹
帽

九月
二
〇

南

○月
二
七

南

一

二月
　
九

小剣

一

（
一
一五
）
着
物
の
裏

九月
ニ
ニ

南

○
月
二
九

南

「

二月
一
〇

爪剣

一

（
三六
）
柿
売
り

九月
一

三

川剣

○
月
一
三

ハ剣

一●

（九

二

大
戦
争

二月
一
一

ハ剣

一

●

（
三三
）
腐
つ
た
水

九昼

四

南

一月
　
三

ハ剣

一

（五四
）
装
飾
趣
味

二月
一

二

川剣

一●

（九八
）
飯
の
配
達

九旦

五

ハ剣

一

一
一月
　
六

ハ剣

一

二月
一

三

ハ剣

一

九月一

六

南

一月

七

ハ剣

一

●

一
月
一
五

ハ剣

一

九旦

七

南

一月
　
八

ハ剣

一

●

一
月
一
六

ハ剣

一●

（
三四
）
半
日
学
校

九月一

八

洲

一月
一
〇

ハ剣

一

一
月
一
七

ハ剣

一

（三五
）
米
と
野
菜
と

九月一

九

小剣

一月
一

一

小剣

一

一
月
一
八

ハ剣

一●

（二九
）
金
蒔
絵
の
重
箱

九
月
三
〇

ハ剣

（六七
）
約
束

一月
一

二

ハ剣

一

（
八九
）
放
蕩

一
月
一
九

骨
蝶
蟻

一
〇月

一

南

一

一月一

三

川剣

一

二
月
二
〇

ハ
剣

一
〇月

二

南

一●

一月
一

四

骨
蝶
蟻

一

●

＝
月
二
二

ハ剣

●

（一一二
）
卒
塔
婆
小
町

一
〇月

三

ハ剣

一

（六九
）
野
蛮
と
文
明
と

一月
一
五

ハ剣

一●

（
五三
）
甲
冑

＝
．
月
二
三

ハ剣

（
二四
）
歳
暮

一
〇月

四

南

一

　月
一
七

小剣

一

＝
月
二
四

ハ剣

（
三〇
）
俗
語
の
力

一
〇月
　
五

南

一

●

一月
一
八

骨
蝶
蟻

一●

二
月
二
五

川剣

一
〇月

⊥ハ

せう

一

一月
一
九

ハ剣

一

＝
月
二
⊥
ハ

ハ剣

●

（
二八
）
婦
人
気
質

一
〇月

七

ハ剣

一

●

（二〇
）
自
働
車

一月
二
〇

小剣

一

＝
月
二
七

ハ剣

●

（三三
）
ハ
イ
カ
ラ
ー

一
〇月

八

ハ剣

一

一

一月
二
一

骨
蝶
蟻

一

＝
一
月
二
八

川剣

一
〇月

九

南

一

●

一
一月
二
二

骨
蝶
蟻

一●

明
治
三
七
年
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新
聞
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コ
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行
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新
聞
掲
載
年月

執筆
者

コ

単
行
本
収
録

一月　
⊥
ハ

小
剣

一

＝月
一

○

ハ剣

（
一
四

二

本
能寺

四月
二
九

ハ剣

一月
　
七

ハ剣

↓

ご月
一

二

小
剣

二
〇
四
天
と
徴
菌
と
の
戦

四月
三
〇

ハ剣

（二
〇〇
）
子
供
の
身
体

月
　
八

ハ剣

一

（
一二
一
）
奈
良
漬

三月
一

三

ハ剣

（
一
四二
）
萬
物
の
霊

五月
　
一

ハ剣

二

八九
）
植
木
と
鳥
と

月
　
九

ハ剣

一

（四
二
）
富
士
山

＝月
一

四

ハ剣

（
、

四
三
天
間
と
天
然
と
の
戦

五月
　
二

孤
瓢

月
一
二

け
ん

一

＝月
一

六

堂

●

五月
　
三

ハ剣

月
一
三

ハ剣

一

三月
二
七

堂

五月
　
四

ハ剣

一

（二〇
四
）
武
田
上
杉

月
一
五

小剣

一

三月
二
九

小剣

五月
　
五

ハ剣

一

一月
一
六

ハ剣

一

（
一
二五
）
比
喩

三月
三
〇

小
剣

（
一
三五
）
大
著
述

五月
　
六

爪剣

一

（
二二
）
九
牛
の
一
毛

｝月
一
七

小
剣

一

（
…
二〇
）
江
戸
ツ
見

三月
三
↓

ハ剣

五月
　
七

ハ剣

一

（
一
〇九
）
桃
太
郎

一月
二
五

一笑
生

一

四月

一

小剣

（
一
四四
）
項
羽

五月
　
八

ハ
剣

一

二
〇七
）
牡
丹
と
廓
燭
と

一月
二
七

川剣

一

（二
二
三
）
長
方
形

四月
　
二

ハ剣

一

二

三七
）
三
＋
女
の
花
替

五月
　
九

孤
瓢

一

一月
二
八

ハ剣

一

●

四月
　
三

ハ剣

一

五月
一
〇

ハ剣

一

（二
〇

ニ
ア
レ

キ
シー
フ

一月
二
九

ハ剣

一

●

（七四
）
村
落
の
集
合

四月
　
五

ハ剣

一

（
一
四五
）
辻
車

五月
一
一

ハ剣

一

（
二〇
二
）
編
幅
傘

一月
三
〇

ハ剣

一

⌒七五
）
ヴ
ア
ー
ル
と
被
衣
と

四月
　
六

ハ剣

一

（
一三
⊥
ハ
）
花
売
り

五月
一

二

ハ剣

一

（
二〇
五
）
前
だ
れ

一月
一
三

小剣

一

四月
　
七

小剣

一

（
一
二九
）
桜
の
花

五月
一

三

ハ剣

一

二月
　
三

ハ剣

一

●

四月
　
八

ハ剣

一

（
一
四〇
）
桜
の
実

五月
一
四

ハ剣

一

（
一
〇八
）
敵

二月
　
四

ハ剣

一●

四月
　
九

川剣

一

（＝
二
八
）
横
町
の
隠
居

五月
一
五

ハ剣

一

（
二〇
七
）
東
京
言
葉

二月
　
六

ハ剣

一

四月
一

○

ハ剣

↓

（＝
二
四
）
向
島

五月
↓
六

孤
瓢

一

二月
　
七

け
ん

一

四月
一

一

孤
瓢

一

五月
一
七

ハ
剣

↓

（＝
○
）
動
物
性

二月
　
九

川剣

一

四月
一

二

ハ剣

一

（
一
三九
）
柳
と
桜
と

五月
一
八

堂

一

三月

五

川剣

↓

●

四月
一

三

ハ剣

一

二

三二
）
甘
味
と
赤
色
と

五月
一
九

堂

一

三
月
　
七
三
月
　
八
・

一

四月
一
四

川剣

一

五月
二
一

小剣

一

（一
＝
二
）
水
引

、
　
‖
り
寅
、
　
』
ノ
全
ハ

一

（六四
）
綴
ぴ
き

四月
↓
七

ハ剣

一

（↓
二
八
）
神
主
の
昼
寝

五月
二
二

ハ剣

一

月
　
九

四月
↓
八

孤
瓢

一

五月
二
三

孤
瓢

一

＝
＝

月
一
〇

、
　
‖
刈
含
ハ
、
　
‖
ノ
合
ハ

（
一
二二
）
撃
剣
と
相
撲
と

四月
一
九

ハ剣

一

（
二
二〇
）
植
物
園

五月
二
四

ハ剣

一

（二
八六
）
活
花
の
師
匠

三月
一

一

（
一
二六
）
夏
草

四月
二
〇

ハ剣

一

（＝
二
）
辣
蔓
の
皮

五月
二
五

ハ剣

一

＝月
一

二
、
　
唖
ノ
命
ハ
、
　
‖
ノ
命
ハ

（
一
二三
）
鷲
、
鷹
、
鳩

四月
二
一

川剣

一

（二
一
九
）
下
宿
屋
楼
上

五月
二
六

堂

一

＝月
一

三

ハ剣

二

二四
）
芸
妓
の
着
物

四月
二
二

ハ剣

一

五月
二
七

ハ剣

一

（
一
九二
）
雄
弁
家

＝月
一

四

小剣

四月
二
三

小
剣

一

（二
二五
）
柳

五月
二
八

小剣

一

三月
一
五

ハ剣

一

（
一 ．

一八
と

種
の
美
術

四月
二
四

ハ剣

一

五月
二
九

ハ
剣

一

三月
一
六

小剣

↓

（
一
三〇
）
勇
士

四月
二
五

禾
火

一

五月
三
〇

ー
菱

一

三月
一
七

川剣

一

二〇
一
．
一
）
戦
争
の
出
世

四月
二
六

回
天

一

五月
一
三

回
天
生

一

三月
一
八

小剣

一

（
一三
一
）
宴
会

四月
二
七

ハ剣

一

（二
一
五
）
董

六月
　
一

ハ剣

一

（二
八五
）
蚊
帳

三月
↓
九

小剣

一

（
一
二七
）
野
獣

四月
二
八

川剣

一

（二
一
七
）
蝶
と
蜂
と

六月
　
二

堂

　

5
2



新
聞
掲
載
年月

執
筆
者

∋

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆
者

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆
者

3

単
行
本
収
録

⊥ハ月
　
三

川剣

一

七月
一
三

ハ剣

一

（
一
八七
）
お
布
施

八月
二
六

ハ剣

⊥ハ月
　
四

ハ剣

一

（
一
九八
）
家
康

七月
一
四

ハ剣

一

（二
〇八
）
晩
飯
の
さ
し
み

八月
二
八

ハ剣

（
一
九五
）
空
論

六月
　
五

ハ剣

一

七月
一
五

小剣

一

（
一
七六
）
零
番

八月
二
九

生

六月
　
七

ハ
剣

（
三
二

こ

梅
雨

七月
↓
六

ハ剣

一

（
一八
一
）
赤
い
提
灯

八月
三
〇

小剣

二

六七
）
芸
術
家
の
奮
戦

六月
　
八

ハ
剣

七月
一
七

小
剣

一

八月
二
二

小
剣

六月
　
九

堂

七月
一
八

孤
瓢

一

九月
　
一

ハ剣

六月
一
一

孤
瓢

●

七月
一
九

小
剣

一

九月
　
二

小剣

（ニ
ハ
九
）
士
官

六月
一

五

ハ剣

二
九
四
茜
洋
婦
人
の
奴
傘

七月
二
〇

ハ剣

一

九月
　
三

ハ
剣

二
六八
）
ト
ル
ス
ト
ヰ
翁
の
．

六月
工
ハ

ハ剣

七月
一
＝

ハ剣

一

九月
　
四

ハ剣

二

〇五
）
孔
雀
の
尾
の
蓑

六月
一

七

ハ剣

（
一
七九
）
地
球

七月
二
二

ハ剣

一

（
一
七七
）
火

九月
　
六

ハ剣

⊥ハ月
一

八

川
剣

七月
二
三

ハ
剣

一

（
一
六
二
）
日
傘

九月
　
八

ハ
剣

（
一
八二
）
も
り
蕎
麦

⊥ハ月
一
九

ハ剣

（
一
九七
）
豊
太
閣

七月
二
四

ハ剣

一

九月
　
九

ハ
剣

（
一七
　
）
役
人

六月
二
〇

孤
瓢

七月
二
五

禾

一

九月
一
〇

小剣

二

七二
）
露
骨
の
趣
味

六月
二
二

ハ
剣

一

七月
二
六

ハ剣

一

九月
一
一

ハ剣

六月
二
三

ハ剣

一

七月
二
八

ハ剣

一

（
｝
七三
）
寄
席

九月
一
四

ハ剣

六月
二
四

ハ剣

一

（
一
九三
）
征
伐

七月
二
九
・

ハ剣

一

（
二
二三
）
悪
罵

九月
一
七

ハ剣

（
二
四四
）
美
食

六月
二
五

堂

一

七月
三
〇

小剣

一

九月
一
八

ハ剣

（
二
四三
）
鉢
巻

六月
二
六

ハ剣

一

七月
一
三

ハ剣

｝

九月
二
〇

爪剣

六月
二

七

孤
瓢

八月
　
一

孤
瓢

一

九月
二
二

披

六月
二

八

ハ剣

（
二〇
六
）
蝉

八月
　
四

ハ剣

一

二

八〇
）
団
扇
と
扇
と

九月
二
三

小剣

一

（二
四〇
）
秋
の
登
山

六月
二

九

ハ剣

（
一
九〇
）
蚊

八月
　
六

ハ剣

一

（
一
七八
）
立
ン
坊

九月
二
四

浩
堂

六月
三

○

堂

八月
　
七

小剣

↓

九月
二
五

小
剣

七月
　
一

川剣

〔
九△
京
都
の
女
と
禁
の
女
と

八月
　
九

川剣

一

（二
一
六
）
リ
ボ
ン

九月
二
七

…
…剣

（
二四
一
）
美
人

七月
　
二

川剣

二
八六
）
モ
ス
リ
ン
友
染

八月
一
〇
日

小剣

一

九月
二
八

七
月
　
三

ハ剣

八月
一
一

川剣

一

九月
二
九

ハ剣

（二
三八
）
写
真
と
絵
画
と

七月
　
四

孤
瓢

一

八月
一
二

ハ剣

一

一
〇月

七

川剣

（
二
一
二
九
）
同
一
の
軌
道

七月
　
五

ハ
剣

一

（
一
八五
）
円
い
も
の

八月
一
四

小剣

一

（二
一
＝
）
大
将

一
〇月

八

小剣

七月
　
六

ハ
剣

一

八月
一
五

ハ剣

一

（
二

二二
）
俳
優
の
死

一〇
月
　
九

ハ剣

（
二
四二
）
長
い
行
列

七月
　
七

小剣

八月
↓
七

小剣

一

（
二
二七
）
金
の
力

一
〇月
一
〇

孤
瓢

七月
　
八

ハ剣

（
一
七五
）
赤
の
か
す
り

八月
一
八

川剣

一

（
二
二六
）
二
年
兵
役

一〇
月
一

一

小剣

一

（
二
三六
）
西
太
后

七月
　
九

ハ剣

八月
一
九

川剣

一

（
＝
三
）

軍
艦内
の
美
少
年

一
〇月
一

二

ハ剣

↓

（
二
三七
）
海
老
茶
の
袴

七月
一
〇

ハ剣

（
一
〇六
）
産
婆

八月
二
〇

ハ剣

一

一
〇月
一

三

ハ剣

一

七月
一
一

孤

瓢

八月
二
一

ハ剣

一

一〇
月
一
四

ハ剣

一

（
二
三三
）
電
話

七月
一
二

ハ剣

一

（
一
八八
）
軍
旗

八月
二
五

小剣

一

（二
二四
）
鶏

一
〇月
一
五

小剣

一

（二
三五
）
松
茸

5
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上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

新
聞
掲
載
年
月

執
筆
者

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆
者

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆
者

単行
本
収
録

一
〇月
一
⊥
ハ

ハ剣

一

（
二
三二
）
謁
縫
策

＝
月
三
〇

ハ
剣

一

（
一
五二
）
騎
馬
巡
査

一月
一
一

川剣

一

↓
○月
↓
八

小剣

一

（二
一
三
）
釣
と
網
と

二月

一

ハ
剣

月
一

三

ハ剣

一
〇月
一
九

ハ剣

一

二月

三

ハ剣

月
一

四

ハ剣

（
二
四六
）
手
袋

一〇
月
二
〇

ハ剣

↓

（二
三

二

優し
い
論
文

二月
　
四

ハ剣

月
一
五

ハ剣

（二⊥
ハ
○
）
花
屋

一
〇月
二

↓

ハ剣

一

二月

五

生

月
一
七

ハ剣

（
二
五〇
）
狐
と
犬
と

一
〇月
二
二

披

】

二月

六

ハ剣

（
一
五七
）
焼
芋

月
一
八

ハ剣

（
二
五三
）
チ
ー
ス

一
〇月
二
三

ハ剣

一

（
一

一四
）
間
食

二月

七

ハ剣

（
↓
五四
）
少
女
の
服
飾

月
二
〇

ハ剣

三
五
六
）
政
府
の
作
つ
た
短
篇
小

一〇
月
二
五

小剣

一

二月

八

ハ剣

二
丘三
ダ
ダ
ー
ヤ
、
ガ
マ
ー

月
二
一

ハ剣

（二
五四
）
河
合
と
芝
翫
と

一
〇月
二
⊥
ハ

ハ剣

一

二月
　
九

ハ剣

一

月
二
二

ハ剣

○月
二
二

披

一

二月
一
〇

ハ剣

一

月
二
四

ハ剣

（
二
五五
）
活
花

一月

一

披

一

二月
一

一

ハ剣

一

（
一
五六
）
礼
服

月
二
五

ハ剣

三
五
二
）
源
氏
節
と
浪
花
節

月
　
二

ハ剣

五

（
一
五〇
）
菊
の
花

二月

二

生

一

月
二
六

ハ剣

二

一五
）
着
物
の
裏

月
　
三

ハ剣

一

一
月

三

ハ剣

一

月
二
七

小剣

（
　
一六
）
自
慢

月
　
四

ハ剣

一

（二
〇三
）
美
人
と
力
士
と

一月

四

ハ剣

一

（
一
五八
）
道
者

一月
二
八

小剣

一

月
　
六

小剣

一

（二
一
四
）
公
園

一月

五

ハ剣

（
一
五九
）
雪
の
日

一月
二
九

ハ剣

月
　
九

ハ
剣

一

（
二
三四
）
石
橋

一月

六

ハ
剣

一月
一
三

ハ剣

（二六
一
）
箱
と
桶
と

月
一
〇

ハ
剣

一月

七

ハ剣

二月
　
一

小剣

（二
五九
）
梅
の
樹

月
一
一

川
剣

一月

八

ハ剣

二

五五
）
え
ら
い
細
君

二月
　
二

ハ剣

（二
五七
）
蛆
虫

月

二

ハ
剣

一
月
一
九

菱

二月
　
三

ハ剣

（二
五八
）
八
公
の
詩
想

月

三

ハ剣

一
月
二
〇

生

二月
　
四

ハ剣

（二五
一
）
海
苔
巻

月

五

ハ剣

（
二
二八
）
一
貫

一月
一

一

ハ剣

二六
一
）
盲
人
の
眼
鏡

二月
　
五

小剣

月

六

川
剣

（二
一
〇
）
愚
妻

一月
一

二

ハ剣

（
一
六六
）
芸
人

二月
　
七

生

月

七

ハ剣

一月
一

三

ハ剣

（
一
六三
）
善
良
の
父

二月
　
八

ハ剣

（
二
六二
）
人
形
芝
居

月

八

ハ剣

一月
一

四

ハ剣

（
一
六四
）
ヒ
ー
ロ
ー

二月
　
九

小剣

（
二
六三
）
月

月
一
九

ハ剣

一月
一

五

川剣

二月

○

川剣

一

三
六
四
）
真
珠
の
や
う
な
米

月
二
〇

小
剣

↓月
一

⊥ハ

生

二月

↓

ハ剣

一

（二
六五
）
で
こ
ぼ
こ

月
一

二

ハ剣

一月
一

七

ハ剣

一月

二

ハ剣

月
一

三

ハ剣

二

九九
）
野
獣
的
紳
士

↓月
一

八

ハ剣

二

六五
）
水
仙

一月

四

小剣

（二
六六
）
戦
争
絵

月
一

四

ハ剣

（
一
四六
）
癩
狂
院

二月
二
九

ハ剣

一月

五

小
剣

月
一

五

ハ剣

（
一
四九
）
鴨

二月
一
三

ハ剣

一月

六

川剣

月
一

六

ハ剣

二

四七
）
人
情
の
自
然

明
治
三
八
年

一月

七

ハ剣

（二
七七
）
袴

月
一

七

ハ剣

（
一五
一
）
愛

一月
　
七

ハ剣

一

一月

八

ハ剣

（
二
七四
）
妙
な
空
想

月
一

八

瓢

一月

八

ハ剣

↓

（
一
七〇
）
紅
白

一
月
一
九

ハ剣

（
二
七三
）
病
車
夫

月
一

九

ハ剣

（
一
四八
）
笑

一月
一
〇

生

一

一月
一
＝

ハ剣

（二
⊥ハ八
）
月
見
蕎
麦

5
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新
聞
掲
載
年月

執
筆
者

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆者

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執
筆者

単
行
本
収
録

二月
二
二

小
剣

一

（二
六七
）
支
那
の
書
物

四月
　
八

ハ剣

一

（
二
四五
）
陳
腐

五月
一
九

ハ剣

一

二月
二
四

ハ剣

一

（二
七五
）
風

四月
一
一

川剣

一

五月
二
〇

ハ剣

一

（一一
二
三
）
草
原

二月
二
五

ハ剣

一

三
七
六
）
曳
く
も
の
、
押
す
も

四月
一
二

ハ剣

一

（二
九
二
洗
濯
屋と
炭
屋
と

五月
一
＝

ハ剣

一

二月
二
六

ハ剣

一

四月
二
二

ハ剣

一

五月
二
三

ハ剣

一

（一一
二五
）
元
禄
風

二月
二
八

ハ剣

一

（
二
六九
）
鴉
と
鶴
と

四月
一
四

ハ剣

一

五月
二
四

ハ剣

一

三月
　
　

ハ
剣

一

（
一
六〇
）
退
歩

四月
一
五

ハ剣

一

五月
二
五

ハ剣

一

（三
一
五
）
頬
の
色

ゴ月
　
三

披

一

四月
一
六

ハ剣

一

（二
三〇
）
上
野
の
花

五月
二
六

ハ剣

一

＝月
　
四

ハ
剣

一

四月
一
八

ハ
剣

一

（三
〇八
）
餓
死
と
飽
死
と

五月
二
七

ハ
剣

一

ゴ月
　
五

ハ
剣

一

（
二
七八
）
聖
書
の
訳
文

四月
一
九

ハ剣

一

（三
〇四
）
米
の
料
理

五月
二
八

ハ
剣

一

＝月
　
七

ハ
剣

一

三
七
二
）
夜
が
明
け
た
や
う

四月
二
〇

ハ
剣

一

（三
〇五
）
緋
の
袴

五月
三
〇

ハ剣

一

＝月
　
八

ハ
剣

一

（二
七九
）
空
気
と
水
と

四月
一
二

ハ剣

一

（二
四八
）
夢
と
病
気
と

五月
ゴ
＝

ハ
剣

一

＝月
一
〇

ハ
剣

一

四月
二
二

ハ剣

一

（二
九三
）
朝
露

六月

一

ハ剣

一

（三ニ
ハ
）
祝
辞
、
弔

ゴ月
一

一

ハ
剣

（
一
八四
）
星

四月
二
三

ハ剣

一

（三
〇六
）
食
物
の
快
楽

六月
　
二

ハ剣

一

三
二八
）
月
代

＝月
一

二

ハ
剣

（二
七
）
少
女
の
手
筐

四月
二
五

生

一

六月
　
三

ハ剣

一

（ご
＝七
）
小
説
の
場
面

＝月
一
四

ハ剣

（二
八三
）
友
染
の
座
蒲
団

四月
二
六

ハ剣

一

（二
二九
）
所
天

六月
　
四

ハ剣

一

（三
二九
）
詩
人

ご月
一
五

ハ剣

（
二
八〇
）
先
進
者

四月
二
七

ハ剣

一

（二
九九
）
帽
子
、
杖

六月
　
六

ハ剣

一

＝月
↓
七

ハ剣

四月
二
八

ハ剣

一

（
二
四九
）
結
婚

六月
　
七

川剣

一

（
三
二〇
）
赤

＝月
一
八

ハ剣

（二
八七
）
巴
里
と
倫
敦
と

四月
二
九

ハ剣

一

六月
　
八

ハ剣

一

（三二
一
）
梅
雨

一↓月
一
九

ハ剣

（
二

七
二
画
題

四月
三
〇

ハ剣

一

（二
九四
）
女
の
元
禄
姿

六月
　
九

ハ剣

一

（
三
二二
）
語
学

三月
二
一

ハ剣

一

（二
七〇
）
跣
足

五月
　
二

小剣

一

（二
九八
）
福
沢
先
生
の
墓

六月
一
〇

小剣

一

⌒三
二三
）
イ
ヤ
な
も
の

＝月
二
二

ハ剣

五月
　
三

ハ剣

一

（二
九五
）
芝
居
の
悪
人

六月

一

ハ剣

一

（三
二
四二
日
の
保
養

一↓月
二
三

ハ剣

（＝
八
）
錠

五月
　
四

ハ剣

一

（
二
九七
）
動
物

六月

三

ハ剣

一

＝
月
二
四

ハ剣

（
二
八
二
）
ひ
さ
し
髪

五月
　
五

ハ剣

一

（二
九六
）
日
比
谷
公
園

六月

四

川剣

一

（三
二六
）
日
蓮
宗

＝月
二
五

ハ剣

（
二
八
二
羽
織
の
紐

五月
　
六

ハ剣

一

（
三〇
〇
）
希
望

六月

五

ハ剣

一

（
六
）
臆
断

＝月
二
六

ハ剣

（
二
八八
）
字
入
新
聞

五月
　
七

小
剣

一

（
三〇
七
）
男
帯

六月

六

小
剣

一

＝月
二
八

ハ剣

（
二
八四
）
礼
儀

五月
　
九

ハ剣

一

（
三
〇三
）
板
一
枚

六月

七

小剣

一

（
三
五

二

便
宜

＝月
二

九

ハ
剣

（
↓
八三
）
高
等
便
所

五月
一
〇

ハ剣

一

（三
〇二
）
日
本
の
仮
名

六月

八

ハ剣

一

（＝
）
蓮
の
花

ゴ月
三
〇

ハ剣

一

（
一
一九
）
豆
腐

五月
一
一

ハ剣

一

（
三
〇

二

跡
鴎

六月
二
〇

川剣

一

（五
）
山
王
祭

ご月
三
↓

ハ剣

一

（二
八九
）
大
男
と
小
男
と

五月
一

二

ハ剣

一

（
三〇
九
）
弁
当

六月
一

一

小剣

四月
　
一

爪剣

一

（二
九〇
）
三
人
の
少
年

五月
一

三

川剣

一

（
一
七四
）
牡
丹

六月
一

二

小剣

（三
四九
）
枇
杷
の
タ
ネ

四月
　
二

ハ剣

一

（
二
九二
）
昼
寝

五月
一

四

ハ剣

一

（＝
二〇
）
筍

六月
一

三

ハ剣

（八
）
硝
子
瓶

四月
　
四

ハ剣

一

五月
一

六

ハ剣

一

（三＝
）
サ
ボ
ン
の
泡

六月
一

四

爪剣

（
三
五〇
）
裾
模
様

四月
　
⊥
ハ

ハ剣

一

五月
一
七

ハ剣

一

（＝
二
二
）
ほ
s
づ
き

六月
一

五

川剣

（
九
）
床
屋

四月
　
七

ハ剣

一

五月
一
八

ハ剣

一

（一一
二
四
）
葉
が
き
の
表

六月
二
七

ハ剣

一

（
三
四七
）
シ
ル
コ

5
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上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」



上司
小
剣
　
作
家
以
前
の
小
品
「
そ
の
日
く
」

新
聞
掲
載
年月

執筆
者

単
行
本
収
録

新聞
掲
載
年
月

執
筆
者

単
行
本
収
録

新
聞
掲
載
年月

執筆
者

単
行
本
収
録

六月
二
八

ハ剣

一

（
一〇
）
聖
人
の
罪
悪

八月
　
六

ハ剣

（
三
三三
）
け
ん
て
ん

一
↓月
　
一

川剣

五

六月
二
九

ハ
剣

一

（
三
四八
）
娯
楽

八月
　
八

小剣

（三
二九
）
黒
塗
り
の
馬
車

一
一月
　
八

ハ
剣

五

六月
三
〇

ハ剣

一

（
三
四六
）
運
転
手

八月
　
九

ハ剣

（
三
二八
）
壮
士

一
二月
　
一

ハ剣

五

七月
　
一

ハ剣

一

（
四
）
蛍

八月
一
〇

ハ剣

（
三

二七
）
寳
丹
水

一
二月
　
二

ハ剣

五

七月
　
二

ハ剣

一

（
三
四四
）
紫
陽
花

八月
一
一

ハ剣

一
二月
　
⊥
ハ

ハ剣

五

七月
　
四

ハ剣

一

（
三
四五
）
源
氏
節

八月
↓

二

ハ剣

一
二月
　
七

ハ剣

五

七月
　
五

小剣

一

（
三
四三
）
下
水
の
河

八月
一

三

川剣

一
二月
　
八

ハ剣

五

七月
　
六

ハ
剣

一

八月
一

五

ハ剣

一
二月
一
四

川剣

五

七月
　
七

川剣

一

（三
四二
）
老
人
と
公
園
と

八月
一

六

小剣

七月
　
八

ハ剣

一

（
三
四

二宇
宙

八月
一
七

ハ剣

七月
　
九

生

一

八月
一
八

ハ剣

（
一九
一
）
五
月
の
鯉

七月
一
〇

月
生

一

八月
二
〇

川剣

七月
一

一

ハ
剣

一

（二
）
鯛
と
蚊
と

八月
二
二

ハ剣

一

七月
一

二

小
剣

一

（三
四〇
）
模
倣

八月
二
三

ハ剣

一

（
二〇
九
）
長
計

七月
＝
二

ハ
剣

一

八月
二
四

ハ剣

一

七月
一
四

ハ剣

一

（
三
三九
）
あ
ん
ぱ
ん

八月
二
六

小剣

一

七月
一
五

ハ剣

一

八月
二
七

ハ剣

一

七月
一
六

ハ剣

（七
）
西
洋
の
婦
人
服

八月
三
〇

ハ剣

七月
一
八

ハ剣

（三
三八
）
西
洋
の
筆

九月
　
↓

ハ
剣

七月
一
九

ハ剣

九月
　
二

ハ剣

七月
二
〇

小
剣

（
一
）
真
鯉
緋
鯉

九月
　
三

小剣

七月
二

一

ハ
剣

（
三
三七
）
和
洋
折
衷

九月
　
五

ハ剣

七月
二
二

ハ
剣

九月
　
六

川剣

七月
二
三

ハ剣

（三
三六
）
高
利
貸
し

九月
　
八

ハ剣

七月
二
五

ハ剣

（三
三五
）
飛
白
の
国
旗

九月
　
九

川剣

七月
二
七

ハ剣

一

九月
一
〇

ハ剣

一

七月
二
八

ハ剣

一

九月
一
三

川剣

一

七月
二
九

小
剣

一

（
三
）
蝶

九月
↓

五

生

一

七月
三
〇

ハ
剣

一

（三
三四
）
滅
多
に
無
い

九月
一
九

ハ剣

一

八月
　
一

ハ剣

一

（三
三二
）
老
婆

一
〇月
一
〇

川剣

一

八月
　
二

ハ剣

一

一
〇月
一

一

ハ
剣

一

八月
　
三

ハ剣

一

（
三三
一
）
西
洋
音
楽

一
〇月
二
九

ハ剣

一

八月
　
四

小剣

一

（
三
三〇
）
桃
わ
れ

一
〇月
三
〇

ハ剣

一

八月
　
五

ハ
剣

一

一
〇月
一
三

ハ剣

一
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